
(1) 基本方針を策定する目的，背景並びにスケジュール

資料４ー１

【議事】

「柏市未来につなぐ魅力ある学校づくり基本方針」について



不登校を始めとした今日的な教育課題や児童生徒数の減少見込み等を踏まえ，将来における

「新しい学校のあり方」を幅広い視点で検討し，『より良い教育環境の確保』と『教育の質の向上』を図る

◆少子高齢化の影響で，将来的には児童数・生徒数が大幅に
減少する見込み

※ 10年後に▲5％，20年後に▲15％，30年後に▲22％減少

◆ 地域による学校規模の格差が拡大

⇒全校児童生徒数が300人を下回る小規模な学校が大幅に増加

⇒鉄道駅周辺，大規模住宅開発エリアの学校は大規模校化が進行

◆ 不登校児童生徒数が著しく増加 ※8年間で約3.8倍

（H26年216人⇒R4年805人）

◆ 増加著しい特別支援学級児童生徒への対応 ※8年間で約2倍

(H26年508人⇒R4年1,056人)

◆「中１ギャップ」，「小１プロブレム」

◆教職員の不足，多忙感の増大，若年化による組織力の低下

◆学校が求められる役割が多様化・複雑化
（貧困世帯ケア，生徒指導，通学路の安全確保など）

◆「学びなおし」機会が不十分

◆社会の担い手として必要となる基礎的学力・資質の習得

◆私学志向化を踏まえた市立高校の今後のあり方

基本方針を策定する「背景」

本方針が目指すもの

学校現場には多種多様な教育課題があります

【参考】 H26入学児童の年次別不登校数（柏市）

■ 児童生徒数の減少（過大規模校や小規模校が混在）
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※小６⇒中１にかけて不登校者数増加

誰一人取り残さず，多様な個人の「ウェルビーイングの実現」を目指す

【参考】30年後の小学校規模シミュレーション

＝～210人以下
＝ 211 ～ 420人以下
＝ 421 ～ 840人以下
＝ 841人以上

北部の一部エリアで
大規模校化

南部・東部エリアの
大半の学校が小規模
校化
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(1) 基本方針を策定する目的，背景並びにスケジュール

検討体制・策定までのスケジュール

構成メンバー：学校教育部・教育総務部の全所属

スケジュール：2～3カ月毎に開催

検討会の下部組織として「３つの部会」を設置

①施設・給食部会

②教育課程部会

③学校運営部会

◆ 検討課題が多岐に渡ることを踏まえ，教育委員会検討会（３つの部会を含む）で協議・検討

◆ それら検討経過を踏まえ，教育政策審議会で検討を深める

※ 1～2週間毎に実施

市長部局関係部署とも情報共有

【教育委員会】検討会

回 時期 協議事項

第1回 令和5年11月22日

現状把握
・

課題の整理

● 諮問（基本方針の策定について）
●学校を取り巻く現状の概要・課題の全体感を共有
・児童生徒数及び学校規模の推移見込み
・各種教育上の課題（不登校，教員不足，特別支援等）

●策定までの審議会スケジュール

第2回 令和6年1月下旬

※第１回審議会に続き，「現状」「課題」を整理
●学校施設の老朽化状況，将来にわたる維持管理コスト
●通学上の安全（遠距離通学の状況を含む）
●一貫教育の導入に関する審議
●先進市視察状況を報告
●アンケート調査項目を提示

第3回 令和6年3月下旬 対応の方向性

●各課題ごとの対応の方向性について審議
・学校を取り巻く状況を各地域別に整理
・基準案（適正規模，配置，通学距離）
・各種教育課題に対する対応の方向性について審議

●アンケート調査結果報告

第4回 令和6年5月中旬 対応の方向性
●基準案について審議
●対応の優先順位について審議
●（引き続き）教育課題に対する対応の方向性について審議

第5回 令和6年7月中旬 対応の方向性

（引き続き）
●基準案の設定
●対応の優先順位について審議
●（引き続き）教育課題に対する対応の方向性について審議

または，「先進校視察」としてマイクロバスで先進市の視察を検討

第6回 令和6年9月下旬 基本方針 基本方針《第１案》について審議，他計画との整合協議

第7回 令和6年11月中旬 基本方針 基本方針《第２案》について審議，他計画との整合協議

第8回 令和6年12月下旬 基本方針 基本方針案 確定

第9回 令和7年2月中旬 基本方針 (パブリックコメント反映) ⇒答申

パブリックコメント実施
（R6.12/下旬～R7.1/下旬)

柏市教育政策審議会 検討状況を逐次，報告

令和7年3月末に基本方針を策定



3

(1) 基本方針を策定する目的，背景並びにスケジュール

他の計画・方針との関係性



(2) 市立学校を取り巻く現状及び課題

ア 児童生徒数の推移

イ 学校規模の現状と今後の見込み

4



（参考）地域状況の把握

出典： 柏市都市計画マスタープラン（平成30年4月）

柏市の圏域区分

小圏域

20コミュニティ

市内に20ある「ふるさと協議会（※1）」
に係るそれぞれのコミュニティ地区の区域
に合わせて設定したもの。

中圏域
７地域

「高齢者いきいきプラン21」において設
定された日常生活圏域（※2）の区分に合
わせて設定したもの。

大圏域
４ゾーン

「柏市第五次総合計画」において定められ
た、施策の立案やマネジメントを地域ごと
に行う際に用いる地域区分に合わせて設定
したもの。

※1 ふるさと協議会

市民と行政が一体となって住み良いまちづくりを推進すること
を活動目的とする「ふるさと運動」の推進組織。各地域の近隣
センターを拠点に，実情に応じた様々な活動を行っている。

※2 日常生活圏域

介護保険法に基づき設定された，身近な地域において適切な
サービスを提供する事を目的とした圏域のこと。柏市ではおお
むね３０分以内にサービスが提供される範囲を定めている。

5

沼 南

沼 南

(2) 市立学校を取り巻く現状及び課題

【柏市の地理概要】

❖ 千葉県の北西部に位置
❖ 東西約18km，南北約15km，面積は114.74km2
❖ 鉄道は，都心から放射状に常磐線及びつくばエクスプレ
ス，南北に東武アーバンパークラインが通る

❖ 道路は，国道6号と16号，常磐自動車道が通り，交通の
要衝

❖ 地勢は概ね平坦で，下総台地の広い台地上を中心に
市街地や里山が形成
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(2) 市立学校を取り巻く現状及び課題

（出典：令和5年10月柏市の将来人口推計報告書)

◆ 柏市の総人口は，2035年の445,530人をピークに減少局面に入り，2040年以降，減少数は増加していく

◆ 柏市の総人口は，2070年（47年後）には現在よりも約12%減少（▲約54,000人）減少する

ピーク

5年前比
増減数

（参考）柏市の人口推計（総人口）
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（出典：令和5年10月柏市の将来人口推計報告書)

(2) 市立学校を取り巻く現状及び課題

◆ 柏市の年少人口は，2025年の53,572人をピークに減少局面に入り，以降，減少の一途をたどる

◆ 柏市の生産年齢人口は，2030年の272,352人をピークに減少局面に入る

◆ 柏市の老年人口は増加を続け，2055年の146,281人でピークを迎えた後に減少に転じる

53,572

※年少人口ピーク ※ 2025年ピークから
33％ 減少

（参考）柏市の人口推計（年齢３区分別）

※生産年齢人口ピーク

※老年人口ピーク
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（人）

①昭和59年度のピーク時現在までに36％（18,484人）減少
②数年間は横ばいで推移し，令和7年度に児童生徒数がピークを迎える（小学校22,593人＋中学校10,308人＝32,901人）
③令和8年度以降は減少に転じる 【 10年後(令和15年度) 】5%減少 ⇒ 【 20年後(令和25年度) 】15%減少

⇒【 30年後(令和35年度) 】22%減少 ⇒ 【 40年後(令和45年度) 】32%減少

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

S59 S61 S63 H2 H4 H6 H8 H10 H12 H14 H16 H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30 R2 R4 R6 R8 R10 R12 R14 R16 R18 R20 R22 R24 R26 R28 R30 R32 R34 R36 R38 R40 R42 R44

小学校児童数 中学校生徒数

ア 児童生徒数の推移（柏市全体の長期推計）

R4  R5

児童生徒数ピーク
(S59)50,970人

中学校生徒数

小学校児童数

H15
(20年前)

H5
(30年前)

H25
(10年前)

R15
(10年後)

R25
(20年前)

R35
(30年前)

R45
(40年前)R5現在

実 績 推 計

32,486人

★
★

★

★

★

30,996人

10,152人

20,844人

10,538人

21,948人

18,861人

8,763人

17,149人

8,058人

14,962人

7,260人

27,624人

25,207人

22,222人

31,428人
30,568人

40,425人
【 10年後 】

▲5%(1,490人)
【 20年後 】

▲15%(4,862人)
【 30年後 】

▲22%(7,279人)
【 40年後 】

▲32%(10,264人)

小学校児童数・中学校生徒数ともに
将来にわたり大幅に減少する見込み

（年度）

(2) 市立学校を取り巻く現状及び課題



北部１（西原、田中）

・今後12年で最も多く人口が見込まれる
地域で，年少人口も増加

・65歳以上の割合が減少する一方で，14
歳以下の割合は、現状維持される

中央１（豊四季台、新富、旭町）

・今後12年で人口増加が見込まれる地
域。年少人口は減少

・14歳以下の割合は低く，今後12年後は
10％を切る見込みである

南部１
（増尾、南部、藤心）

・今後12年で人口減少が見込
まれる地域

・14歳以下の割合は低く、今
後12年後は10％を切る見込
みである

南部２（光ヶ丘、酒井根）

・今後12年で人口減少が見込まれる地域
・14歳以下の割合は緩やかに減少する

中央２（柏中央、富里、新田原、永楽台）

・今後12年で人口増加が見込まれる地域
・14歳以下の割合は大きく減少しない

沼南（風早北部、風早南部、手賀）

・今後12年で人口減少が見込まれる地域
・65歳以上の割合が増加し，14歳以下の割合
は、減少が見込まれる

出典： 柏市人口ビジョン（令和５年10月）

小学校：６校
中学校：３校

小学校：８校 中学校：４校

小学校：７校
中学校：４校

小学校：４校
中学校：２校

小学校：５校
中学校：３校

❖人口が増加するのは「北部１」・

「中央２」の２地区のみ

❖ 年少人口が増加するのは「北部１」のみ

❖最も年少人口が減少するのは「北部２」

で約22.1％減少

❖その他の減少エリアもおおむね15％程度

減少

小学校

中学校

DID地区（H27国調）

農業地域

北部２（富勢、松葉町、高田・松ヶ崎）

・今後12年で人口減少が見込まれる地域
・14歳以下の割合は低く，今後12年後は
10％を切る見込みである

小学校：７校 中学校：３校

小学校：５校 中学校：２校
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中圏域（７地域）

北部１

北部２
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中央２
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(2) 市立学校を取り巻く現状及び課題

人口集中地区

最新推計結果のポイント

ア 児童生徒数の推移（７地域区分，～令和17年度）

＋32.9%

＋33.4%

＋2.6%

－15.8%

－5.1%

－13.9%
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R
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0
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0
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R
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0
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10

酒井根中学校区

田中中学校区

松葉中学校区

柏第五中学校区

大津ケ丘中学校区

光ケ丘中学校区

逆井中学校区

西原中学校区

風早中学校区

高柳中学校区

手賀中学校区

中原中学校区

南部中学校区

柏の葉中学校区

富勢中学校区

10年前20年前30年前現在 10年後 20年後10年前20年前30年前

柏第二中学校区

【北部１・北部２】 【中央１・中央２】

【南部１・南部２】 【沼南】
北部１

北部2

中央1

中央2

南部１

南部2
沼南

10年後 20年後

現在 10年後 20年後10年前20年前30年前
現在 10年後 20年後10年前20年前30年前

豊四季中学校区

柏第四中学校区

柏第三中学校区

柏中学校区

現在
土中学校区

(2) 市立学校を取り巻く現状及び課題

H5
(30年前)

H15
(20年前)

H25
(10年前)

R5現在
R15

(10年後)
R25

(20年後)

(人)

H5
(30年前)

H15
(20年前)

H25
(10年前)

R5現在
R15

(10年後)
R25

(20年後)

(人)

H5
(30年前)

H15
(20年前)

H25
(10年前)

R5現在
R15

(10年後)
R25

(20年後)

(人)

H5
(30年前)

H15
(20年前)

H25
(10年前)

(人)

R5現在 R15
(10年後)

R25
(20年後)

❖ 田中中学校区・柏の葉中学校区は増加見込み
❖ その他エリアは減少見込み

❖ 全エリアで減少見込み
❖ 特に，酒井根中学校区の減少が顕著

❖ 柏三中校区・柏中学区は増加見込み
❖ その他エリアは減少見込み

❖ 全エリアで減少見込み
❖ 特に，大津ヶ丘中学校区や風早中学校区の減少が顕著

ア 児童生徒数の推移（中学校区別，～令和25年度）
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イ
学

校
規

模
の

現
状

と
今

後
の

見
込

み
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❖
全
4
2
校
の
う
ち
約
半
数
が
適
正
な
児
童
数
の
小
学
校

❖
柏
駅
中
心
部
，
つ
くば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
駅
周
辺
の

小
学
校
が
大
規
模

❖
南
部
及
び
旧
沼
南
エ
リ
ア
，
北
部
の
一
部
エ
リ
ア

（
富
勢
，
花
野
井
）
の
小
学
校
が
小
規
模

❖
全
2
1
校
の
う
ち
約
7
割
が
適
正
な
生
徒
数
の
中
学
校

❖
南
部
及
び
旧
沼
南
エ
リ
ア
，
北
部
の
一
部
エ
リ
ア

（
柏
の
葉
）
の
中
学
校
が
小
規
模

❖
柏
駅
中
心
部
を
学
区
と
す
る
中
学
校
（
柏
二
中
）
が

大
規
模

現
在

（
令

和
５

年
度

）
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❖
現
在
と
比
較
し
，
適
正
な
児
童
数
の
小
学
校
は

全
体
の
3
割
程
度
に
ま
で
大
幅
に
減
少

❖
児
童
数
4
2
0
人
を
下
回
る
小
規
模
な
学
校
が
増
加

（
1
0
年
前
比
で
8
校
(約
2
0
％
増
加
))

❖
一
方
で
，
つ
くば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
駅
及
び
豊
四
季
団
地

エ
リ
ア
の
小
学
校
が
大
規
模
校
化

❖
現
在
と
比
較
し
，
適
正
な
生
徒
数
の
中
学
校
は

全
体
の
4
割
以
下
に
ま
で
大
幅
に
減
少

❖
生
徒
数
4
2
0
人
を
下
回
る
小
規
模
な
学
校
が
増
加

（
1
0
年
前
比
で
6
校
(約
3
0
％
増
加
))

❖
一
方
で
，
つ
くば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
駅
の
中
学
校
が

大
規
模
校
化

１
０

年
後

（
令

和
１

５
年

度
）
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❖
市
全
体
の
児
童
数
の
減
少
を
受
け
，

小
規
模
な
学
校
は
全
体
の
6
割
近
く
ま
で
さ
ら
に
増
加

❖
ク
ラ
ス
替
え
が
で
き
な
い
恐
れ
の
あ
る
児
童
数
2
1
0
人
を

下
回
る
単
学
級
校
も
7
校
あ
り

❖
つ
くば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
駅
及
び
豊
四
季
団
地
エ
リ
ア
の

児
童
数
は
や
や
落
ち
着
き
始
め
る

❖
市
全
体
の
生
徒
数
の
減
少
を
受
け
，

小
規
模
な
学
校
は
全
体
の
6
5
%
以
上
に
増
加

（
全
2
1
校
中
1
4
校
）

❖
特
定
の
エ
リ
ア
（
柏
駅
周
辺
，
つ
くば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
駅

周
辺
，
豊
四
季
団
地
エ
リ
ア
）
を
除
き
，
大
半
の
中
学
校

が
小
規
模
校
化

❖
つ
くば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
駅
及
び
豊
四
季
団
地
エ
リ
ア
の

中
学
校
が
大
規
模
校
化

２
０

年
後

（
令

和
２

５
年

度
）
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❖
市
全
体
の
児
童
数
の
減
少
を
受
け
，

小
規
模
な
学
校
は
全
体
の
約
6
割
を
超
え
る

❖
児
童
数
が
8
4
1
人
を
上
回
る
大
規
模
な
小
学
校
は

柏
三
小
，
田
中
小
，
柏
の
葉
小
の
3
校
の
み
と
な
る

❖
南
部
及
び
旧
沼
南
エ
リ
ア
の
多
くの
小
学
校
が
単
学
級
校

も
し
く
は
小
規
模
校
と
な
る

❖
さ
ら
に
小
規
模
な
学
校
は
増
加
し
，
全
体
の
7
割
を
超
え
る

（
全
2
1
校
中
1
5
校
）

❖
児
童
数
が
8
4
1
人
を
上
回
る
大
規
模
な
中
学
校
は

田
中
中
の
1
校
の
み
と
な
る

❖
1
0
年
前
と
比
較
し
，
市
立
中
学
校
生
徒
数
は
約
8
%

（
約
7
0
0
人
）
減
少
し
，
以
降
も
減
少
が
見
込
ま
れ
る

３
０

年
後

（
令

和
３

５
年

度
）



22

R5

13

R15

柏第四小

（ 20年後－10学級）
（680人） （407人）

12

R25

（383人）

14

R5

13

R15

高田小

（ 20年後－2学級）
（436人） （356人）

12

R25

（312人）

19

R5

14

R15

松葉第二小

（ 20年後－7学級）
（580人） （432人）

12

R25

（392人）

20

R5

18

R15

中原小

（ 20年後－2学級）
（622人） （528人）

18

R25

（483人）

19

R5

13

R15

酒井根小

（ 20年後－7学級）
（613人） （390人）

12

R25

（355人）

14

R5

11

R15

酒井根東小

（ 20年後－2学級）
（420人） （275人）

12

R25

（283人）

18

R5

18

R15

増尾西小

（ 20年後±0学級）
（570人） （500人）

18

R25

（446人）

16

R5

14

R15

土南部小

（ 20年後－4学級）
（500人） （400人）

12

R25

（407人）

11

R5

11

R15

藤心小

（ 20年後＋1学級）
（300人） （256人）

12

R25

（253人）

11

R5

11

R15

高柳西小

（ 20年後＋1学級）
（282人） （210人）

12

R25

（216人）

12

R5

12

R15

大津ケ丘第二小

（ 20年後±0学級）
（300人） （310人）

12

R25

（273人）

18

R5

16

R15

十余二小

（20年後±0学級）
（540人） （525人）

18

R25

（559人）

7

R5

6

R15

富勢西小

（ 20年後－1学級）
（190人） （123人）

6

R25

（110人）

6

R5

6

R15

富勢東小

（ 20年後±0学級）
（104人） （73人）

6

R25

（60人）

26

R5

30

R15

田中北小

（ 20年後 －6学級）
（830人） （996人）

20

R25

（610人）

20

R5

22

R15

西原小

（20年後＋4学級）
（611人） （640人）

24

R25

（671人）

22

R5

14

R15

松葉第一小

（ 20年後－10学級）
（718人） （426人）

12

R25

（367人）

19

R5

20

R15

富勢小

（ 20年後－1学級）
（634人） （609人）

18

R25

（571人）

24

R5

40

R15

柏第七小

（ 20年後－2学級）
（813人） （1,340人）

22

R25

（662人）

18

R5

21

R15

柏第六小

（ 20年後＋10学級）
（539人） （644人）

28

R25

（902人）

20

R5

27

R15

柏第一小

（ 20年後＋4学級）

（629人） （827人）

24

R25

（799人）

12

R5

12

R15

旭東小

（ 20年後±0学級）
（327人） （321人）

12

R25

（316人）

31

R5

34

R15

柏第三小

（ 20年後－1学級）
（1,038人）（1,109人）

30

R25

（961人）

27

R5

30

R15

柏第五小

（ 20年後＋1学級）
（922人） （907人）

28

R25

（851人）

18

R5

12

R15

旭小

（ 20年後－6学級）
（556人） （413人）

12

R25

（407人）

17

R5

19

R15

豊小

（ 20年後＋1学級）
（525人） （569人）

18

R25

（515人）

17

R5

13

R15

柏第八小

（ 20年後－5学級）
（492人） （407人）

12

R25

（397人）

27

R5

24

R15

光ケ丘小

（ 20年後－3学級）
（919人） （752人）

24

R25

（690人）

13

R5

13

R15

土小

（ 20年後－1学級）
（444人） （343人）

12

R25

（299人）

7

R5

6

R15

酒井根西小

（ 20年後－1学級）
（203人） （145人）

6

R25

（129人）

12

R5

11

R15

逆井小

（ 20年後－3学級）
（302人） （214人）

9

R25

（210人）

22

R5

18

R15

風早北部小

（ 20年後－4学級）
（673人） （463人）

18

R25

（436人）

21

R5

19

R15

高柳小

（ 20年後－3学級）
（678人） （553人）

18

R25

（492人）

12

R5

11

R15

大津ケ丘第一小

（ 20年後±0学級）
（310人） （244人）

12

R25

（232人）

6

R5

6

R15

手賀東小

（ 20年後±0学級）
（69人） （35人）

6

R25

（34人）

6

R5

6

R15

手賀西小

（ 20年後±0学級）
（112人） （99人）

6

R25

（101人）

24

R5

37

R15

田中小

（ 20年後＋7学級）
（772人） （1,245人）

31

R25

（1,000人）

38

R5

48

R15

柏の葉小

（ 20年後 ＋8学級）
（1,264人）（1,571人）

46

R25

（1,533人）

12

R5

12

R15

花野井小

（ 20年後±0学級）
（278人） （309人）

12

R25

（314人）

15

R5

14

R15

柏第二小

（ 20年後－3学級）
（450人） （415人）

12

R25

（391人）

13

R5

12

R15

名戸ケ谷小

（ 20年後－1学級）
（417人） （252人）

12

R25

（249人）

12

R5

8

R15

風早南部小

（ 20年後－6学級）
（286人） （210人）

6

R25

（191人）

＜四角内の数字＞

25学級以上
12－24学級

12学級未満

学級数

【凡例】

4～9学級減少

10学級以上減少

4～9学級増加

±3学級

＜地図の凡例＞

4～9学級減少

10学級以上減少

4～9学級以上増加

±3学級

10学級以上増加

10学級以上増加

現在から20年後の学級数の変化

現在から20年後の学級数の変化

16

高田小
柏第四小

富勢東小

富勢小

富勢西小

松葉第二小

松葉第一小

花野井小
田中小

田中北小

十余二小

柏の葉小

西原小

柏第三小

柏第五小

名戸ケ谷小

柏第八小
豊小

旭小

柏第二小 旭東小

柏第一小
柏第七小

柏第六小

光ケ丘小

酒井根西小
酒井根小

酒井根東小
増尾西小

土小中原小

土南部小

高柳小

高柳西小

逆井小

藤心小

風早南部小

大津ケ丘
第二小

大津ケ丘
第一小

風早北部小

手賀西小
手賀東小

児童数

(2) 市立学校を取り巻く現状及び課題 イ 学校規模の現状と今後の見込み（学校別の詳細）

小学校
※ 「現在」から「20年後」の学級数の変化
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R5

20

R15

柏の葉中

（ 20年後＋5学級）
(370人） (656人）

17

R25

(600人）

17

R5

15

R15

柏第五中

（ 20年後－7学級）
(607人） (465人）

10

R25

(334人）

18

R5

14

R15

松葉中

（ 20年後－6学級）
(657人） (473人）

12

R25

(368人）

15

R5

13

R15

富勢中

（ 20年後－3学級）
(506人） (417人）

12

R25

(372人）

16

R5

15

R15

豊四季中

（ 20年後－3学級）
(565人） (457人）

13

R25

(426人）

18

R5

15

R15

酒井根中

（ 20年後－6学級）
(666人） (533人）

12

R25

(381人）

10

R5

7

R15

南部中

（ 20年後－4学級）
(322人） (208人）

6

R25

(192人）

17

R5

12

R15

逆井中

（ 20年後－5学級）
(615人） (377人）

12

R25

(376人）

12

R5

12

R15

中原中

（ 20年後－3学級）
(426人） (376人）

9

R25

(306人）

7

R5

9

R15

土中

（ 20年後－1学級）
(226人） (271人）

6

R25

(192人）

17

R5

17

R15

光ケ丘中

（ 20年後－4学級）
(584人） (583人）

13

R25

(453人）

15

R5

20

R15

柏第三中

（ 20年後＋10学級）
(537人） (723人）

25

R25

(922人）

13

R5

12

R15

柏中

（ 20年後＋2学級）
(492人） (395人）

15

R25

(501人）

23

R5

27

R15

柏第二中

（ 20年後＋1学級）
(863人） (975人）

24

R25

（832人）

12

R5

12

R15

柏第四中

（ 20年後－3学級）
(428人） (372人）

9

R25

(290人）

13

R5

13

R15

西原中

（ 20年後－2学級）
（492人） （452人）

11

R25

(375人）

18

R5

33

R15

田中中

（ 20年後＋7学級）
（617人） （1,257人）

25

R25

（883人）

17

R5

12

R15

大津ケ丘中

（ 20年後－8学級）
(589人） (391人）

9

R25

(315人）

3

R5

3

R15

手賀中

（ 20年後±0学級）
(107人） (75人）

3

R25

(71人）

15

S30

12

R15

高柳中

（ 20年後－3学級）
(558人） (416人）

12

H50

(345人）

9

H30

9

R15

風早中

（ 20年後±0学級）
(311人） (280人）

9

H50

(229人）

＜四角内の数字＞

25学級以上
12－24学級

12学級未満

学級数

【凡例】

＜地図の凡例＞

4～9学級減少

4～9学級増加

±3学級

4～9学級減少

4～9学級増加

±3学級

10学級以上増加

10学級以上増加

現在から20年後の学級数の変化

現在から20年後の学級数の変化

17

松葉中

田中中

柏の葉中 富勢中

柏第五中

柏第三中

柏中

豊四季中

西原中

柏第二中

柏第四中

中原中

土中
光ケ丘中

酒井根中

南部中

逆井中

高柳中

風早中

大津ヶ丘中

手賀中

④ 中学校 ＜現在から将来＞

生徒数

(2) 市立学校を取り巻く現状及び課題 イ 学校規模の現状と今後の見込み（学校別の詳細）

中学校
※ 「現在」から「20年後」の学級数の変化


